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我が国における漁業影響調査
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漁業影響調査事例における主な調査項目と手法
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※日本ではこれから洋上風力発電の導入が本格化する段階であるため、国内における研究例
は乏しく、海外における調査報告が中心
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漁業の操業への影響

⚫ 建設工事や施設（風車や送電ケーブル等）の存在
⇒ 漁場の減少、風車への衝突等の可能性、漁船の航行・漁具の運用の制限＊、

遊漁者の増加による漁場の混雑

＊設置型の漁具を用いる漁法（刺網等）より移動しながら操業する漁法（底曳網
等）への影響が大きいと言われている。



漁業の操業への影響 調査事例（底曳網の操業への影響）
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⚫ 衛星による船舶監視システム(VMS) データから操業実態を解析、洋上風力建設前後で比較
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2007年（着工前） 2013年（運開後）

Walney2 Walney2

Gray, M., P.L. Stromberg, D. Rodmell (2016）

建設後、発電所内でのア
カザエビ底曳網漁の活動が
低下

漁業者はケーブル，根固め
石等による漁具の損傷、風
車への衝突等のリスクを危惧

洋上風力建設前後における底曳網漁船の操業状況の変化
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⚫ 洋上風力発電所建設前後の周辺河川におけるタイセイヨウサケ成魚（および稚魚）の捕獲量
の変化を、影響の可能性のある河川と対照河川の間で比較

魚類の行動・回遊への影響 調査事例（タイセイヨウサケ 1/2）
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Robin Rigg 
Wind Farm

影響の可能
性のある河川

対照河川

Robin Rigg Wind Farm周辺の河川（Thorley, 2013を一部改変）
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●：降河の翌年に遡上した個体
●：海域で1年以上過ごした後に

遡上した個体

：影響の可能性のある河川

：Robin Rigg建設後の期間

各河川におけるタイセイヨウサケ成
魚の釣獲個体数の経年変化
（Thorley, 2013を一部改変）

釣
獲

個
体

数

年

影響域と対照域それぞれの河
川の結果に有意な差はなかった。

魚類の行動・回遊への影響 調査事例（タイセイヨウサケ 2/2）
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魚類の行動・回遊への影響 調査事例（ヨーロッパウナギ）

洋上風力着工前と運開後におけるヨー
ロッパウナギの通過パターン
（Bergström et al., 2013)

⚫ ヨーロッパウナギに発信機を
装着して、受信機を搭載し
た調査船で追跡または設置
型受信機を用いて探索した。

⚫ 着工前に計56個体、運開
後に計280個体のウナギに
発信機を装着して発電所の
南側に放流

⚫ 調査は、ウナギがバルト海か
ら北海に（北方向に）移
動する時期（8～10月）
に実施

⚫ ウィンドファームの着工前、
運開後とも、約1/3 の個体
が発電所事業区域内を通
過しており、発電所の存在、
稼働はウナギの回遊の障害
にはなっていないと考えられ
た。

着工前
運開後
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魚類の行動・回遊への影響 調査事例（タイセイヨウダラ）

⚫ ベルギーの洋上風力事業区域内において実施されたタイセイヨウダラのバイオテレメト
リー調査（発信機を利用した行動追跡）では、風車の稼働状況による行動の変化
は見られなかった。

受信機の配置（左）と一時的な風車の停止を含む期間中のタラの出現状況（右）
（Winter et al., 2010）

年月日

稼働中 稼働中停止中



我が国における漁業影響調査
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まとめ

⚫ 漁業の操業への影響の事例
• 風車への衝突、ケーブル等による漁具の損傷への懸念による

底曳網の漁業活動の低下
➡ 船舶の運航ルール、衝突防止対策、ケーブル埋設

• 遊漁者の増加による漁場の混雑
➡ 漁業者・遊漁者の漁場利用に関するルール
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⚫ 魚類の行動・回遊への影響の事例
• 既存研究（サケ、ウナギ等）では、風車の存在・稼働が魚類の

回遊や河川への遡上を阻害する結果は確認されていない。
➡ 遡上量の変化の監視、バイオテレメトリー等による行動調査

等による影響の有無の確認


